
6-3-1-65

（Ａ） 復旧支援を実行します。
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<注意>

　①の入力をしなかった場合、表示されている

［home/wg71/temp/］の中にリストア処理が開始されます。

　②の[実行]ボタンをクリックするには、テープが装填されて

いることを確認してください。

<補足説明>

復旧支援の処理が実行されたことを以下の項目で確認します。

・実行されたディレクトリ

　/home/wg71/system/logs

　system_restore_log

・処理のスタート時刻と終了時刻

　restore start

　/home/wg71/temp/RSTR

　Fri Feb 18 11:14:57 JST 2000

　restore end

　Fri Feb 18 11:22:08 JST 2000

［取消］ボタンをクリックすると入力してあるディレクトリを

初期画面状態に戻します。

① データを戻すディレクトリを

設定します

② ディレクトリを入力し、[実行]

ボタンをクリックします
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（Ｂ） 復旧支援の処理を開始すると以下の画面が表示されます。
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